
　
毎
年
、
世
界
中
の
国
や
地
域
か

ら
創
価
大
学
に
や
っ
て
来
る
数
多

く
の
留
学
生
た
ち
。
現
在
、
日

本
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
協
会
理
事

を
務
め
る
フ
ァ
ル
ク
・
ア
ー
セ
フ

ィ
さ
ん
も
そ
ん
な
留
学
生
の
一
人

だ
。
ア
ー
セ
フ
ィ
さ
ん
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
か
ら
国
づ
く
り
の
基
礎

で
あ
る
法
律
を
学
ぶ
た
め
に
来
日

し
た
の
は
、
お
よ
そ
三
〇
年
前
の

一
九
七
七
年
。
駐
日
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
大
使
館
の
推
薦
を
受
け
、
翌

年
四
月
に
創
価
大
学
に
入
学
。 

　「
入
学
式
で
創
立
者
の
ス
ピ
ー
チ

を
間
近
に
聞
き
、
教
育
に
対
す
る

情
熱
と
温
か
な
人
柄
に
触
れ
て
感

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
の
あ
と

に
は
、
僕
ら
留
学
生
一
人
ひ
と
り

の
手
を
握
り
、『
あ
な
た
に
は
大

切
な
使
命
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
』
と
励
ま
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
言
で
、
そ
れ

ま
で
の
不
安
も
消
え
、
日
本
に
来

て
よ
か
っ
た
、
一
生
懸
命
勉
強
し

て
祖
国
の
た
め
に
尽
く
そ
う
、
自

分
の
夢
を
か
な
え
よ
う
と
決
心
し

ま
し
た
」 

　
だ
が
、
祖
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
は
、
そ
の
二
週
間
後
に
ク
ー
デ

タ
ー
が
勃
発
。
七
九
年
の
旧
ソ
連

軍
の
侵
攻
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
の

９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
を

経
て
、
米
軍
に
よ
る
空
爆
へ
と
続

く
長
い
戦
乱
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。 

　「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
も
と
も
と

は
農
業
国
で
緑
豊
か
な
美
し
い
国

だ
っ
た
の
で
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
時
代
に
は
東
西
文
明
の
十
字
路

と
も
呼
ば
れ
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
石

仏
な
ど
文
化
的
な
遺
産
も
数
多
く

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
三
〇

年
間
で
す
べ
て
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
本
当
に
、
戦
争
は
悲

惨
で
残
酷
で
す
」 

　
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
、
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
人
、
タ
ジ

ク
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
多
民
族
国
家
で
あ
る
。 

　「
で
も
、
学
校
な
ど
で
も
同
じ
ク

ラ
ス
に
様
々
な
民
族
の
子
ど
も
が

い
る
の
が
普
通
で
、
皆
が
仲
良
し

で
し
た
。
多
民
族
だ
か
ら
と
い
っ

て
戦
争
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

結
局
は
、
様
々
な
駆
け
引
き
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
悲
劇
だ
と

思
い
ま
す
」 

　
大
学
院
卒
業
後
も
日
本
に
留
ま

っ
た
ア
ー
セ
フ
ィ
さ
ん
は
、
法
律

に
関
す
る
知
識
と
堪
能
な
語
学
力

を
活
か
し
て
司
法
機
関
な
ど
で
通

訳
と
し
て
働
く
一
方
、
日
本
と
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
幅
広
い
人
脈
を

活
か
し
て
民
間
外
交
を
展
開
。「
平

和
を
願
わ
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。

結
局
は
信
頼
関
係
で
す
。
こ
れ
は

創
価
大
学
で
培
っ
た
も
の
で
す
」

祖
国
統
一
を
願
う
人
々
と
と
も
に

ザ
ヒ
ル
・
シ
ャ
ー
元
国
王
を
訪
ね

た
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状

を
知
ら
せ
る
報
道
番
組
な
ど
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
。

タ
リ
バ
ン
政
権
崩
壊
後
、
二
〇
〇

二
年
に
第
一
回
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

復
興
支
援
国
際
会
議
が
東
京
で
行

わ
れ
た
と
き
は
、
カ
ル
ザ
イ
大
統

領
の
通
訳
兼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
つ

と
め
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
は

い
え
、
復
興
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
だ
。
ア
ー
セ
フ
ィ
さ
ん
は

こ
れ
か
ら
も
、
創
価
大
学
で
学
ん

だ
〝
負
け
じ
魂
〞
で
祖
国
と
世
界

の
平
和
に
尽
く
し
た
い
と
い
う
。 
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創価大学 
創価女子短期大学 

フ
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さ
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興
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力
を
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日
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業 

　創価大学の創立者池田大作先生は、世
界の平和と人権を守るため、ポーリング博士
やマータイ博士など、世界各国のリーダーや
学識者と対話を重ねてきた。2006年には、
北アイルランドの平和運動家でノーベル平和

賞受賞者のベティ・ウィリアムズ女史（世界
子ども慈愛センター会長）と会見（写真）。同
女史は、07年、アメリカ創価大学で講演を行
い、「池田博士は慈悲と平和のリーダーで教
育に尽力。心から尊敬する人物」と語った。 

Farou
q A

sefi

フ
ァ
ル
ク
・
ア
ー
セ
フ
ィ
／

一
九
五
八
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
生
ま
れ
。
七
七
年
来
日
。

七
八
年
創
価
大
学
別
科
日
本

語
研
修
課
程
入
学
。
七
九
年

同
大
法
学
部
法
律
学
科
入
学
。

九
二
年
同
大
大
学
院
法
学
研

究
科
法
律
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
終
了
。
九
〇
年
前
後
か

ら
、
日
本
テ
レ
ビ
等
の
放
送

通
訳
や
裁
判
所
、
検
察
、
警

察
、
入
国
管
理
局
等
の
翻

訳
・
通
訳
に
従
事
。
九
〇
年

か
ら
、
社
団
法
人
日
本
・
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
協
会
理
事
。 

　
世
界
の
大
学
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め

る
創
価
大
学
で
は
、
多
く
の
学
生
を
海
外
に

送
り
出
す
と
同
時
に
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

も
多
数
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
は
、

国
際
機
関
や
大
使
館
を
は
じ
め
、
各
分
野
で

人
間
復
興
と
世
界
の
平
和
貢
献
の
た
め
に
世

界
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 


